
生徒指導 

 

学校教育目標 

自らをきりひらく たくましい児童の育成 

 

めざす児童像 

知：自ら行動し、学び合う児童 〈かしこく〉 

徳：思いやり、協働する児童 （やさしく〉 

体：心身ともに健康で、やりぬく児童 〈たくましく〉 

 

生徒指導目標 

豊かな人間性を育み、他者への思いやりや社会の一員としての自覚を育てる。 

指導方針 

・積極的な児童理解に努め、全教職員が共通認識に立って、丁寧な指導を継続する。 

・年間指導計画をもとに、学年に応じた具体的な指導をしていく。 

・保護者や地域の方々との信頼関係を築く連携・協力を進める。 

 

各教科 ○一人一人が個性や能力を発揮し、主体的に学習する態度を育てる。 

道徳 ○自己を見つめ、よりよく生きるために活動しようとする心と態度を育てる。 

○生命を尊重し、相手の立場や心情を理解し、思いやる態度を育てる。 

学級活動 ○仲間と協力して、自分の仕事をやり遂げる態度を育てる。 

○一人一人が存在感や所属感を持てる活動を推進する。 

児童会活動 ○学校生活を楽しく豊かにするために、児童自らの力で解決していく態度を育

てる。 

学校行事 ○行事に積極的に参加することを通して集団への所属感を高め、仲間意識を高

めさせる。 

総合的な学習の時間 ○自ら課題を見つけ、学び、考え、主体的に判断し、問題解決する資質や能力を

育てる。 

その他の教育活動 ○基本的な生活習慣を身につけ仲間と共に、協力して活動する実践力をつける。 

 

指導内容 

１学期 気持ちのよいあいさつ  整理整頓  健康な生活  時間を守った行動 

２学期 規則正しい生活  主体的な行動  友達のよさ  丁寧な掃除 

３学期 寒さに負けない生活  体力つくり  １年間のふりかえり 

 


